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※「青本」：乗務員割交番作成規程のこと。冊子が青いことからついた名称。

 八地申 

第７号 ２０２４年１２月武蔵野線 

運用改訂に関する緊急申し入れ  
団体交渉

 1. トイレ・食事時間など人間として必要な時間を確保するために、乗り継ぎ時間を最低 40 分は確

保すること。

 回答：乗務員勤務制度の趣旨を踏まえ、多様な働き方と効率性の実現を勘案しつつ、乗務割交番作

成規程に基づき行路を作成している。

 組合 会社

 l 業務量の平準化のため、特に乗務中断時間に

こだわったということでよいか？ 
 
l 「40 分」を会社はどう受け止める？　中断

時間はあくまでも本区に戻れということ

か？ 
l ゆとりを持って食事が摂れない行路がある。

次期ダイヤ改正時の行路に改善を求む。 
l 現行の行路では短時間でリフレッシュする

ことは不可能だ。本区に戻るにも戻れない社

員が今も多くいる。この現実をどう受け止め

る？ 
l ロングラン行路が解消しないのでは、休憩が

まともに取れないではないか！ 
 
l どのあたりが解消できたと？ 
 
 
l 支社は現場の声をどれくらい把握している

のか？ 
 
l 「青本」作成当時とは職場環境は異なってお

り、外食が主の現在では社食利用を想定した

中断時間のままはそぐわない。社食はほとん

ど廃止された。何でもこれに基づくのではな

く環境の変化に応じた行路作成を。

Ø 全ての行路のバランスを見て設定している

が、どうしても行路によって出っ張り、引っ

込みのアンバランスが生じてしまう。 
Ø あれば望ましいが、どうしてもアンバランス

が出てしまう。本区に戻れるように行路を組

んでいる。 
Ø 意見は承ったが、「青本」※に則って行路を作

成している。問題があればＰＴ支援者や管理

者に申し出を。 
Ø 不安なく乗務したいのは理解する。トイレに

行きたいならためらうことなく指令に一報

してほしい。 
Ø 意見は受け止めるが、次期ダイヤ改正時の行

路が現行と同じような短時間の乗務中断と

ならないよう、努力していく。 
Ø 具体的な部分はわかりかねる。中断時間は運

転士 22～23 分、車掌 20 分のところ、それぞ

れ 28分と 30 分に改善する。 
Ø 近傍とは言えない本区、管理者の態度は把握

している。 
 
Ø 意見は承る。どうしても行路にアンバランス

が生じてしまうが、食事が取れる時間は確保

するようにしていく。
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実態に基づいた声に支社が主体的に対応しないで、 

問題の解決が図れるのか？

詳報①

組合側指摘をオウム返し。本当

に把握していたのか？

つづく

確認

確認






